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寿
コ
ト
ー

と
り

大
野
市
こ
の
一
年

①
中
部
縦
貫
道
大
野
油
坂
間

　

基
本
計
画
に
組
み
入
れ

②
初
の
女
性
議
会
が
開
か
れ
、

　

活
発
な
討
論

③
J
R
九
頭
竜
線
I
往
復

　

増
発
に

④
篠
座
土
地
区
画
整
理
事
業

　

完
了
、
茜
町
に

⑥
組
織
変
更
で
行
政
資
料
室

　

と
管
理
公
社
設
置

⑥
広
が
る
平
成
大
野
屋
事
業

　

番
頭
会
結
成

⑦
国
道
1
5
8
号
大
野
計
石

　

間
バ
イ
パ
ス
開
通

⑧
工
業
団
地
に
企
業
進
出

　

相
次
ぐ

1
月

2
日
川
崎
泰
彦
元
市
長
逝
去

2
2
日
初
の
女
性
議
会
2
6
日

お
お
の
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
発
足

2
月

1
日
篠
座
土
地
区
画
整
理
事

業
完
了
茜
町
に
5
日
中
部

縦
貫
道
大
野
油
坂
間
基
本
計
画
に
組
み

入
れ
1
7
日
古
河
市
と
災
害
応
援
協
定

1
9
日
市
認
定
農
業
者
協
議
会
発
足
2
5

日
図
書
館
O
A
化
完
了

3
月

3
日
市
健
康
保
養
施
設
（
仮

称
）
の
基
本
設
計
初
の
コ
ン

ぺ
で
決
定
1
4
日
中
野
清
水
を
守
る
会

発
足
1
6
日
前
田
芳
雲
展
開
催
さ
れ
る

2
2
日
J
R
九
頭
竜
線
一
往
復
増
発
、
中

部
縦
貫
道
和
泉
大
野
間
早
期
実
現
推
進

大
会
2
4
日
公
共
施
設
管
理
公
社
設
立

2
6
日
ス
タ
上
フ
ン
ド
さ
か
だ
に
（
仮
称
）

基
本
計
画
発
表

4
月

1
日
行
政
資
料
室
開
設
、
奥

越
初
の
高
規
格
救
急
車
稼
動

1
5
日
中
据
工
業
団
地
で
永
野
家
具
操
業

開
始
、
平
成
大
野
屋
本
店
番
頭
会
発
足

5
月

1
日
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
・
上
庄
公
民
館
供
用
開
始

2
日
大
野
地
域
医
療
施
設
整
備
基
礎
調

査
報
告
書
ま
と
ま
る
1
3
日
国
道
1
5

8
号
大
野
計
石
間
バ
イ
パ
ス
開
通
2
1

日
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
真
名
川
地

区
完
成
2
5
日
市
民
ホ
リ
デ
ー
育
樹
の

森
3
1
日
庁
舎
で
禁
煙
タ
イ
ム

6
月

1
4
日
仏
御
前
の
滝
遊
歩
道
改

修
1
6
日
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
開
所

0
7
月
1
日
わ
く
わ
く
お
届
け
講
座

開
講
6
日
休
日
急
患
セ
ン

タ
ー
時
間
延
長
8
日
ジ
ェ
フ
テ
イ
中

野
工
業
団
地
に
進
出
1
0
日
ロ
ッ
ク
ウ

ー
ル
溶
液
栽
培
施
設
完
成
1
1
日
全
国

縦
断
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
水
の
章
」
大
野
で

開
催
1
6
日
ト
リ
ネ
ッ
ク
ス
中
野
工
業

団
地
に
進
出
1
7
日
県
奥
越
青
少
年
自

然
の
家
完
工
2
7
日
真
名
川
ダ
ム
に
放

流
施
設
完
成
、
お
く
え
つ
農
業
農
村
フ

ォ
ー
ラ
ム
開
催



⑨
越
前
こ
ぶ
し
組
念
願
の

　

2
台
目
人
力
車
購
入

⑩
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
や
健
康
保
養

　

施
設
、
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
進
展

＠
大
野
市
都
市
マ
ス
タ
ー

　

プ
ラ
ン
が
決
ま
る

⑩
情
報
公
開
懇
話
会
が

　

提
言
書
提
出

⑩
城
ま
つ
り
3
0
周
年

　

ち
ょ
う
ち
ん
で
人
文
字

陥
福
田
一
氏
合
同
追
悼
式
に

　

市
民
ら
1
2
0
0
人

⑥
平
成
1
2
年
完
成
に
向
け
、

　

新
し
尿
処
理
場
を
起
工

⑩
市
の
城
下
町
が
都
市
景
観

　

百
選
に
選
ば
れ
る

8
月

1
2
日
情
報
公
開
懇
話
会
が
提

言
書
提
出
、
こ
ぶ
し
組
2
台

目
人
力
車
購
入
1
4
日
西
谷
も
じ
り
保

存
会
結
成
、
五
番
名
水
庵
オ
ー
プ
ン

1
5
日
城
ま
つ
り
3
0
周
年
ち
ょ
う
ち
ん
で

人
文
字
2
5
日
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

都
市
計
画
審
議
会
で
承
認

9
月

1
日
ご
み
収
集
に
警
告
シ
ー

ル
2
日
福
田
一
元
衆
議
院

議
長
逝
去
1
0
日
林
順
一
県
議
逝
去

2
5
日
福
田
一
氏
合
同
追
悼
式
3
0
日
市

の
城
下
町
が
都
市
景
観
百
選
に

1
0
月
1
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト

実
施
設
計
発
表
5
日
結
婚

記
念
植
樹
1
0
日
北
信
越
ろ
う
あ
青
年

の
つ
ど
い
1
7
日
六
呂
師
高
原
牧
場
預

託
牛
制
度
終
わ
る
2
0
～
2
6
日
友
好
訪

中
団
寧
波
へ
2
2
日
新
し
尿
処
理
場
起

工
2
5
・
2
6
日
平
成
大
野
屋
寄
り
合
い

‥
‐
月

1
3
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト

施
設
起
工
式
3
0
日
や
ま
び

こ
コ
ン
サ
ー
ト
、
4
0
歳
の
つ
ど
い

1
2
月
6
日
都
市
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
予
定
）
1
4
日
還
暦

の
つ
ど
い
（
予
定
）

的中者に記念品

応募は、はがきか投票用紙で

　

大
野
市
十
大
ニ
ュ
ー
ス
は
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
票
で
決
め
て

い
ま
す
。
写
真
の
十
六
項
目
か
ら

十
項
目
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

順
位
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

番
号
順
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

投
票
方
法
は
が
き
に
住
所
・
氏

　

名
・
年
齢
・
項
目
番
号
を
番
号

　

順
に
明
記
の
う
え
、
市
役
所
秘

　

書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
〒
9

　

1
2
天
神
町
1
－
1
）
ま
で
。

　

各
公
民
館
・
図
書
館
・
市
民
課

　

の
窓
口
に
も
投
票
用
紙
が
あ
る

　

ほ
か
、
下
の
用
紙
も
切
り
取
つ

　

て
使
え
ま
す
。

締
め
切
り
1
2
月
1
8
日
④
（
当
日

　

の
消
印
有
効
）

発
表
今
月
下
旬
に
新
聞
な
ど
で

賞
品
1
0
項
目
的
中
者
に
は
、
記

　

念
品
を
進
呈
。
的
中
者
が
多
数

　

の
場
合
は
、
抽
選
で
1
0
人
と
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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＜
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一
田
登
ハ
野
屋
寄
り
合
ぬ

晒所内鰯肩

呼1弛）猶感ヒ妬f鯨i4発尽慧磯両面1

ぶ大野吊の里芋選果場も見季

哨叫号
篤卯卿｛

　

全
国
の
「
大
野
さ
ん
」
に
呼
び

掛
け
、
市
の
P
R
を
お
願
い
す
る

平
成
大
野
屋
の
「
寄
り
合
い
」
が
、

十
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
に
有

終
会
館
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ま
だ
支
店
主
が
い
な

か
っ
た
北
海
道
、
佐
賀
県
な
ど
か

ら
上
四
人
を
委
嘱
し
た
ほ
か
、
昨

年
委
嘱
し
た
支
店
主
八
人
も
参
加
。

　

本
店
番
頭
会
に
よ
る
大
野
屋
の

説
明
や
市
内
散
策
な
ど
を
し
た
の

ち
、
大
野
の
活
性
化
に
向
け
、
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ホームページ1万人目は

　　　　　

川崎市の団野さん

11月4日に記念の大野市訪問

URLhttp：／／www．mitene．or．jp戸ono／

　

特産の里芋などのプレゼントを

受け取った、団野さんご夫妻

　

昨
年
の
七
月
に
開
い
た
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
人

が
、
一
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

記
念
の
一
万
人
目
は
、
川
崎
市

中
原
区
の
団
野
小
代
子
さ
ん
で
、

十
一
月
四
日
に
大
野
市
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

団
野
さ
ん
は
、
九
月
十
九
日
に

め
で
た
く
一
万
人
目
に
。
以
前
か

ら
水
の
き
れ
い
な
大
野
の
フ
ァ
ン

で
、
今
回
で
五
回
目
の
訪
問
で
す
。

　
　

「
今
度
訪
れ
る
と
き
に
は
、
刈

込
池
の
紅
葉
を
見
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

仮
想
美
術
館
オ
ー
プ
ン

　

初
回
は
前
田
芳
雲
展

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
美
術

作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
仮

想
美
術
館
」
が
で
き
ま
し
た
。
初

回
は
、
一
刀
彫
り
の
雪
人
形
で
有

名
な
、
前
田
芳
雲
さ
ん
（
清
瀧
）

の
個
展
で
す
。
三
月
に
開
か
れ
た

展
覧
会
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。



おめでとうございます
平成9年度市長表彰

佃績たたえ21Åと1団体を表彰誕

　

市政や教育・文化、福祉などの活動に携わり、その充実と発展に貢献した市民を顕彰する、

市長表彰者が決まりました。今年は、各分野から1団体と21人の功労者が選ばれ、文化の日

の11月3日、市役所大会議室で晴れの表彰が行われました。

自
治
振
興
功
労

坂
元
千
秋
さ
ん

　
　
　
　

5
8
歳
・
清
瀧

雨
塚
忠
夫
さ
ん

　
　
　
　

7
0
歳
・
塚
原

松
井
治
男
さ
ん

　
　

5
6
歳
・
阿
難
祖
地
頭
方

畑
中
章
男
さ
ん

　
　
　
　

4
7
歳
・
糸
魚
町

　

永
年
に
わ
た
り
、
市
議
会
議

員
と
し
て
市
政
の
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
。

飯
田
敬
一
さ
ん

　
　
　

7
1
歳
・
上
丁

　

永
年
に
わ
た
り
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
お
よ
び

委
員
長
と
し
て
、
地
方
自
治
の

進
展
に
貢
献
。

四
方
正
美
さ
ん

　
　
　

6
8
歳
・
清
和
町

安
下
省
三
さ
ん

　
　
　

6
0
歳
・
西
据

　

行
政
連
絡
事
務
嘱
託
員
お
よ

び
区
長
と
し
て
、
1
5
年
余
り
行

政
の
連
絡
お
よ
び
地
域
自
治
組

織
の
育
成
と
、
そ
の
活
動
に
尽

力
。

社
会
事
業
功
労

嶋
田
一
雄
さ
ん

　
　
　
　

6
9
歳
・
中
野
町
三

宮
山
朗
さ
ん

　
　
　
　

6
7
歳
・
高
砂
町

玉
木
郁
夫
さ
ん

　
　

6
3
歳
・
阿
難
祖
地
頭
方

　

民
生
児
童
委
員
と
し
て
1
3
年

余
り
、
社
会
奉
仕
の
精
神
で
福

祉
活
動
に
尽
力
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
。

産
業
振
興
功
労

松
谷
正
三
さ
ん

　
　
　

6
4
歳
・
篠
座

安
川
五
十
三
さ
ん

　
　
　

7
2
歳
・
下
舌

　

木
の
本
原
土
地
改
良
区
役
員

と
し
て
1
8
年
余
り
、
圃
場
整
備

事
業
な
ど
の
推
進
に
尽
力
、
農

業
の
振
興
に
寄
与
。

高
村
常
也
さ
ん

　
　
　

7
4
歳
・
大
和
町

　

大
野
建
設
業
界
の
役
員
と
し

て
2
7
年
余
り
、
現
在
は
会
長
に

就
任
し
、
業
界
の
発
展
と
組
織

の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
。

教
育
文
化
功
労

1
藤
隆
英
さ
ん

　
　
　

4
9
歳
・
春
日
一

　

学
校
薬
剤
師
と
し
て
2
1
年
余

り
、
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
と

学
校
の
保
健
活
動
に
尽
力
、
児

童
生
徒
の
健
康
増
進
に
寄
与
。

亀
谷
學
さ
ん

　
　
　

6
7
歳
・
泉
町

　

市
・
地
区
体
育
協
会
役
員
と

し
て
3
7
年
余
り
、
組
織
の
強
化

と
選
手
の
育
成
に
尽
力
、
社
会

体
育
発
展
に
寄
与
。

印
牧
弥
三
兵
衛
さ
ん

　
　
　

5
3
歳
・
西
山

　

永
年
に
わ
た
り
、
社
会
教
育

団
体
・
社
会
体
育
団
体
の
役
員

と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

社
会
体
育
な
ど
の
振
興
に
尽

力
。交

通
功
労

林
範
昭
さ
ん

　
　
　

5
3
歳
・
下
打
波

松
田
庄
二
さ
ん

　
　
　

6
8
歳
・
森
目

　

交
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て

永
年
に
わ
た
り
、
協
会
の
発
展

に
尽
力
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

に
寄
与
。

消
防
功
労

東
貢
さ
ん

　
　
　
　

6
2
歳
・
土
打

石
黒
武
夫
さ
ん

　
　
　
　

6
1
歳
・
稲
郷

中
神
由
平
さ
ん

　
　
　
　

6
0
歳
・
月
美
町

　

消
防
団
員
と
し
て
3
5
年
余
り

に
わ
た
り
、
地
域
消
防
活
動
と

消
防
使
命
の
達
成
に
尽
力
、
民

生
の
安
定
保
全
に
寄
与
。

徳
行
卓
越
功
労

城
町
2
区
婦
人
会

　

亀
山
公
園
に
花
壇
を
設
置
し

て
、
花
づ
く
り
に
自
主
的
に
取

り
組
み
、
市
民
・
観
光
客
な
ど

に
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
、
草
取

り
な
ど
を
定
期
的
に
行
い
環
境

美
化
に
貢
献
。



地下水が急激に低下

11月17日フな67y

　　　　

（春日公園基準観測井）

家庭での節水にご協力を

　

十
月
中
旬
以
降
市
街
地
の
地
下

水
位
が
急
激
に
低
下
し
、
十
七
日

に
は
春
日
公
園
基
準
観
測
井
で
七

口
六
十
七
惣
を
記
録
し
ま
し
た
。

浅
井
戸
の
水
枯
れ
が
心
配
さ
れ
、

警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
降
雪
期
を

迎
え
、
市
街
地
の
地
下
水
位
が
さ

ら
に
低
下
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
生
活
用
水
を

守
る
た
め
に
次
の
こ
と
に
心
が
け

ま
し
よ
う
。
①
水
の
出
し
っ
ぱ
な

し
は
絶
対
に
し
な
い
②
道
路
・
駐

車
場
へ
の
散
水
は
し
な
い
③
洗
車

の
回
数
を
減
ら
す
④
川
水
を
使
え

る
も
の
は
、
川
水
を
利
用
す
る

　

こ
の
よ
う
に
地
下
水
の
節
約
に

ご
協
力
に
く
だ
さ
い
。

ゆ廼鴎箆求。だ原聊浅蜀獣

春日公園基準観測井の月別推移
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市
民
課
窓
口
は
2
7
日
か
ら
1
習
日
呑
休
一
″

→（牡拗姉う≠汗排仁ヤプ

窓
口
が
込
み
合
い
ま
す

　

住
民
票
や
各
種
証
明
書
の

発
行
な
ど
の
窓
口
業
務
は
、

こ
十
六
日
ま
で
行
い
ま
す
。

年
末
は
特
に
混
雑
し
ま
す
の

で
、
用
件
は
お
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
と
税
証
明
は
電
話

予
約
が
で
き
ま
す
。
市
民
窓

口
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

線
4
5
1
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

出
生
届
や
死
亡
届
な
ど
は
、
休

み
の
間
で
も
市
役
所
当
直
室
（
庁

舎
東
側
入
り
口
横
）
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い

ご
み
収
集
は
三
十
日
ま
で

　

燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み

の
収
集
は
、
三
十
日
の
火
曜
収
集

地
区
ま
で
行
い
ま
す
。
缶
類
・
古

紙
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集

は
、
こ
十
四
日
の
収
集
地
区
ま
で

行
い
ま
す
。
各
地
区
の
最
終
収
集

日
が
い
つ
に
な
る
か
確
認
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち

込
み
は
、
三
十
日
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

空
き
び
ん
回
収
は
、
一
月
・
こ
月

は
積
雪
の
た
め
休
業
で
す
。
三
月

ま
で
各
家
庭
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

く
み
取
り
は
早
め
に

　

く
み
取
り
業
者
は
、
こ
十
七
日

か
ら
一
月
四
日
ま
で
休
業
と
な

り
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
も
同
じ
く
休

み
と
な
り
ま
す
。
年
末
は
、
大
変

込
み
合
い
ま
す
の
で
、
業
者
へ
の

依
頼
は
早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

休
み
の
間
の
急
患
は

　

十
二
月
二
十
七
日
は
午
後
一
時

か
ら
午
後
九
時
、
十
こ
月
こ
十
八

日
と
一
月
一
・
こ
・
三
・
四
日
は

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、

急
患
の
診
療
を
行
い
ま
す
。
来
所

の
際
は
、
保
険
証
を
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

図
書
の
貸
し
出
し

　

図
書
館
は
、
こ
十
七
日
か
ら
一

月
五
日
ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

十
二
月
十
三
日
か
ら
三
月
末
日

ま
で
は
、
図
書
の
特
別
貸
し
出
し

を
行
い
ま
す
。
休
館
日
を
除
く
こ

の
期
間
中
、
貸
し
出
し
期
間
が
三

週
間
に
な
り
ま
す
。

6 5 4 3 2 1 1
3
0
3

O
i
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8
2
7
2
6
2
日

火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 日
曜

平
常
平
常 ㈱

平
常

市
民
課

窓
□

平
常
平
常 ㈱

午
前
8
時
一
一
一
分
～

午
後
4
時
c
分

平
常 肺 肺

平
常

ご
み
の

持
ち
込
み

平
常
平
常 肺

平
常

し
尿
く
み
取
り

肺 肺

午
前
9
時
S
　
午
後
9
時

㈱ ㈱ 肺

午
前
9
時
S
　
午
後
9
時

午
後
1
時
～
　
午
後
9
時

休
休
日
急
患

診
療
所

平
常 ㈱

平
常

図
書
館
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情Xン報

　

小
春
日
よ
り
の
、
十
一
月
十
六

日
、
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
陸
上
競

技
場
付
設
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
第

三
十
四
回
奥
越
駅
伝
競
走
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
六
十
二
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

当
市
関
係
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第
1
部
⑤
T
e
a
m
J
＆
B
⑥
大

　

野
名
水
走
友
会
B

第
2
部
2
大
野
高
校
駅
伝
部

第
3
部
①
大
野
高
校
駅
伝
部

第
4
部
③
大
野
消
防
A
④
タ
ニ
コ

　

ー
⑥
大
野
消
防
B

第
5
部
③
開
成
中
野
球
部
A
④
陸

　

バ
ス
倶
楽
部
⑤
尚
徳
中
A

第
6
部
①
か
わ
い
い
子
び
と
た
ち

　

2
理
容
増
田
③
尚
徳
中
バ
レ
ー

　

A
④
尚
徳
中
A
⑤
尚
徳
中
バ
レ

　

ー
B
⑥
尚
徳
中
B

…
少
年
少
女
ス
キ
ー
教
室

日
時
平
成
1
0
年
1
月
1
5
日
2
・

　

1
8
日
⑧
両
日
と
も
午
前
9
時
受

　

付
、
午
後
3
時
3
0
分
終
了

場
所
森
山
ス
キ
ー
場

対
象
3
年
生
以
上
の
小
学
生

内
容
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ク
ラ
ス

　

別
指
導
（
歩
行
か
ら
ボ
ー
ゲ
ン
、

　

ポ
ー
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
ま
で
）

持
ち
物
ス
キ
ー
用
具
一
式
（
貸

　

し
ス
キ
ー
有
り
）
、
帽
子
、
手
袋
、

　

ゴ
ー
グ
ル
、
着
替
え
、
昼
食
、

　

リ
フ
ト
代
な
ど

定
員
先
着
6
0
人

参
加
費
保
険
料
4
0
0
円

申
し
込
み
方
法
1
2
月
8
日
面
～

　

2
6
日
②
の
間
に
、
所
定
の
申
込

　

書
に
参
加
費
を
添
え
て

申
し
込
み
…
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

・
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
講
習
会

日
時
平
成
1
0
年
1
月
1
6
日
②
・

　

3
0
日
②
・
2
月
6
日
②
午
後
7

　

時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

場
所
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

対
象
1
8
歳
以
上
の
市
民

内
容
初
心
者
コ
ー
ス
、
初
級
者

　

コ
ー
ス
、
中
級
者
コ
ー
ス

定
員
各
コ
ー
ス
と
も
先
着
1
0
人

参
加
費
傷
害
保
険
料
5
0
0
円

持
ち
物
ス
キ
ー
用
具
、
リ
フ
ト

　

代
な
ど

申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
込
書

　

に
参
加
費
を
添
え
て

締
切
日
平
成
1
0
年
1
月
9
日
図

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
1
）

・
レ
デ
ィ
ー
ス

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
時
平
成
1
0
年
1
月
1
2
日
⑧
～

　

3
月
2
日
面
ま
で
の
毎
週
月
曜

　

日
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

場
所
有
終
西
小
学
校
体
育
館

定
員
3
0
人

受
講
料
2
0
0
0
円
（
傷
害
保

　

険
料
、
シ
ャ
ト
ル
代
な
ど
）

準
備
物
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
服

　

装
、
内
ズ
ッ
ク

締
切
日
1
2
月
2
5
日
2

問
い
合
わ
せ
先
鈴
木
信
之
さ
ん

　
　

（
豊
6
6
・
0
2
9
0
）

申
し
込
み
先
谷
口
理
髪
店
（
神

　

明
町
1
1
8
豊
6
6
・
3
9
6

　

7
）

施設｀

スポット

⑩石灯簸会館

　

本
町
に
建
つ
石
灯
龍
会
館
の
そ

ば
に
は
、
石
灯
龍
地
蔵
尊
や
石
灯

龍
通
り
な
ど
の
観
光
名
所
が
あ
り

ま
す
。

　

石
灯
龍
地
蔵
尊
は
、
ま
ち
な
か

観
光
の
一
環
と
し
て
石
畳
に
整
備

さ
れ
た
石
灯
龍
通
り
に
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

四
百
二
十
年
程
前
に
金
森
長
近

公
が
町
作
り
を
行
っ
た
と
き
、
測

量
の
起
点
と
な
っ
た
場
所
に
水
縄

を
埋
め
、
地
蔵
尊
を
祭
っ
た
の
が

そ
の
名
の
い
わ
れ
で
す
。

　

地
蔵
尊
は
、
明
治
の
大
火
の
後

に
洞
雲
寺
や
亀
山
へ
移
さ
れ
ま
し

た
が
、
近
年
、
地
元
の
要
望
に
よ

り
元
の
場
所
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。

石
灯
龍
通
り
は
、
明
治
二
十
一
年

と
同
三
十
二
年
の
二
度
に
わ
た
る

大
火
の
あ
と
、
当
時
の
大
野
町
の

初
代
町
長
、
岡
気
一
氏
の
英
断
で
、

六
間
通
り
と
共
に
防
火
線
と
し
て

拡
幅
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
面
し
て
建
っ
て
い
る

石
灯
龍
会
館
は
、
ま
ち
な
か
観
光

の
散
策
に
お
け
る
無
料
休
憩
施
設

と
し
て
平
成
三
年
に
整
備
さ
れ
、

以
来
、
観
光
客
の
憩
い
の
場
と
し

て
ま
た
、
観
光
案
内
所
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
に
は
、
市
内
の
土
産
品
・

観
光
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
兼
ね
た
休

憩
所
、
中
庭
、
便
所
、
会
議
室
な

ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
外
か
ら
の
観
光
客
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
気

軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
午
前
9
時
～
午
後
5

　

時

休
館
日
4
月
～
H
月
＝
月
曜
日
、

　

祝
日
の
翌
日
▼
1
2
月
～
3
月
＝

　

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

駐
車
場
石
灯
龍
通
り
駐
車
場
を

　

利
用
（
普
通
車
7
台
程
度
）

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
商
工
観

　

光
課
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

3
3
4
）
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飲酒と健康

自
分
に
合
っ
た
飲
み
方
を

　

体
質
を
理
解
す
る
こ
と
も
大
事

　

い
よ
い
よ
一
年
の
締
め
く
く
り
の
十
二
月
に
な
り
ま
し

た
。
と
同
時
に
、
忘
年
会
な
ど
で
酒
を
飲
む
機
会
も
多
い

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
酒
が
苦
手
だ
と
い
う
人
は
も
ち
ろ

ん
、
酒
が
好
き
な
人
で
も
宴
会
続
き
に
は
注
意
し
た
い
も

の
。
今
月
は
、
体
に
優
し
い
酒
の
飲
み
方
を
考
え
て
み
ま

し
よ
I
つ
。

肝
臓
は
働
き
も
の

　

肝
臓
は
、
せ
っ
せ
と
ア
ル
コ
ー

ル
を
分
解
し
て
い
ま
す
。
酒
を
飲

む
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
胃
や
小
腸

で
吸
収
さ
れ
て
血
液
に
溶
け
込
み
、

肝
臓
に
運
ば
れ
て
き
ま
す
。
そ
し

て
肝
細
胞
に
よ
り
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
に
分
解
さ
れ
ま
す
。

悪
酔
い
の
原
因

　

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
顔
を

赤
く
し
た
り
、
ど
う
き
や
吐
き
気

な
ど
の
悪
酔
い
の
原
因
と
な
る
有

害
物
質
で
す
。

　

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
無
害
な

酢
酸
に
変
わ
る
と
き
に
は
、
ア
ル

デ
ヒ
ド
脱
水
酵
素
が
働
き
ま
す
。

　

日
本
人
に
は
、
こ
の
働
き
が
弱

い
人
が
四
十
％
。
酵
素
が
無
い
人

が
四
％
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人

は
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
速
や

か
に
分
解
さ
れ
ず
、
少
量
の
酒
で

も
悪
酔
い
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
遺
伝
に
よ
る
体
質

な
の
で
、
無
理
を
し
て
酒
を
飲
ま

ず
、
周
り
の
人
に
も
体
質
を
理
解

し
て
も
ら
い
ま
し
よ
う
。

分
解
の
早
さ
と
酔
い

一
般
に
、
体
重
が
六
十
～
七
十

詰
の
人
の
ア
ル
コ
ー
ル
処
理
能
力

は
、
一
時
間
に
純
ア
ル
コ
ー
ル
で

九
～
十
二
。
こ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ビ
ー
ル
大
瓶
一
本
、
日
本
酒

一
合
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
一
杯

な
ら
三
時
間
か
か
る
計
算
に
な
り

ま
す
。
体
重
の
少
な
い
人
ほ
ど
多

く
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
血
中
濃
度
と
酔

い
は
比
例
し
ま
す
。
表
の
よ
う
に

爽
快
期
や
ほ
ろ
酔
い
初
期
な
ら
酒

の
効
果
が
程
よ
く
出
ま
す
が
、
酪
て
ぃ
で
ぃ
す
ぃ
こ
ん
す
ぃ

酎
、
泥
酔
、
昏
睡
ま
で
く
る
と
危

険
で
す
。
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

で
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

二
日
酔
い
の
対
策

　

飲
み
過
ぎ
で
二
日
酔
い
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
肝
臓
の

働
き
を
良
く
す
る
た
め
に
睡
眠
を

た
っ
ぷ
り
と
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
分
解

に
役
立
つ
糖
分
や
ビ
タ
ミ
ン
の
豊

富
な
果
物
を
食
べ
る
こ
と
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
い
わ
れ
る
「
迎
え
酒
」
は

ア
ル
コ
ー
ル
の
麻
酔
作
用
に
よ
る

ご
ま
か
し
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

一
歩
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
体
に
優
し
い
酒
の
飲

み
方
を
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

①
笑
い
な
が
ら
楽
し
く

②
マ
イ
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り

③
食
べ
な
が
ら

④
自
分
の
適
量
を
守
っ
て

⑤
週
に
二
日
は
禁
酒

⑥
他
人
に
無
理
強
い
は
し
な
い

⑦
薬
と
一
緒
に
は
飲
ま
な
い

⑧
強
い
ア
ル
コ
ー
ル
は
薄
め
る

⑨
遅
く
と
も
夜
十
二
時
で
や
め
る

⑩
肝
臓
の
定
期
検
査
を
受
け
る

　

酒
は
、
健
康
に
生
か
し
た
飲
み

方
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆血中アルコール濃度と酔いの症状

血中アルコー

ル濃度（％）

平均的酒量
酔いの症状

ビール大瓶 ウイスキー：日本酒

爽快期

0．02～0．04
～1本

シングル

～2杯
～1合

●さわやかな気分になる●皮膚が赤くなる

●陽気になる●判断力が少し鈍る

ほろ酔い初期

0．05～0．10
1～2本

シングル

2～4杯
1～2合

●ほろ酔い気分になる●手の動きが活発になる●抑制が

とれる（理性が失われる）●体温が上がる●脈が遠くなる

ほろ酔い極期

0．11～0．15
3本

シングル　

6杯
3合

●気が大きくなる●大声でがなりたてる

●怒りつぽくなる●立てばふらつく

酪ir期

0．16～0．30
5本

ダブル5杯

（ボトル半分）
5合

●千鳥足になる●何度も同じことをしゃべる

●呼吸が遼くなる●吐き気、嘔吐がおこる

泥酔期

0．31～0．40
7～10本

ボトル

0．7～1本
7合～1升

●まともに立てない●意識がはつきりしない

●言語がめちゃめちゃになる

昏睡期

0．41～0．50
10本以上

ボトル

1本以上
1升以上

●ゆり動かしても起きない●大小便はたれ流しになる

●呼吸はゆっくりと深い●死亡

皆さんの健康づくりを後押しします●保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

　

ア
芥
お
守
ス

甘さのニューフェイス

　　　　　　

キシリトール

虫歯にならないって本当ですか

　
　

「
虫
歯
の
原
因
に
な
ら
な
い
」
「
歯
の
健
康
に
」
な
ど

の
宣
伝
文
句
を
並
べ
、
キ
シ
リ
ト
ー
ル
入
り
の
ガ
ム
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
（
錠
剤
型
の
菓
子
）
が
売
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ュ
ガ
ー
レ
ス
食
品
ブ
ー
ム
の
中
の
新
し
い
甘
味
料
で
す

が
、
い
っ
た
い
こ
の
キ
シ
リ
ト
ー
ル
と
は
、
何
な
の
で
し

ょ
う
か
。

食
品
添
加
物
と
し
て
許
可

　

最
近
「
低
カ
ロ
リ
ー
」
や
「
虫

歯
に
な
り
に
く
い
」
な
ど
の
働
き

を
持
つ
健
康
志
向
型
の
新
甘
味
料

が
増
え
、
菓
子
・
飲
料
・
つ
く
だ

煮
な
ど
の
食
品
は
も
ち
ろ
ん
医
薬

品
や
歯
磨
き
剤
な
ど
に
も
幅
広
く

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
年
四
月
に
厚

生
省
は
、
こ
れ
ま
で
医
薬
品
や
化

粧
品
の
原
料
や
糖
尿
病
患
者
の
食

事
療
法
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
き
た

キ
シ
リ
ト
ー
ル
を
、
食
品
添
加
物

と
し
て
許
可
し
ま
し
た
。

　

キ
シ
リ
ト
ー
ル
は
、
甘
味
料
の

一
つ
で
、
糖
ア
ル
コ
ー
ル
の
仲
間

で
す
。
果
物
や
野
菜
な
ど
に
も
少

量
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
シ
ラ
カ
バ

や
カ
シ
な
ど
の
樹
脂
か
ら
抽
出
さ

れ
る
物
質
に
水
素
ガ
ス
を
作
用
さ

せ
て
作
り
ま
す
。

体
質
に
よ
っ
て
は
下
痢
を

　

キ
シ
リ
ト
ー
ル
の
甘
さ
は
ほ
か

の
糖
ア
ル
コ
ー
ル
よ
り
も
強
く
、

砂
糖
に
近
い
味
と
甘
さ
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
溶
け
る
時
に
熱
を
奪
う

効
果
が
大
き
く
、
ス
ー
ツ
と
す
る

強
い
清
涼
感
が
あ
り
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
ー
ア
メ
リ
カ
ー
カ

ナ
ダ
な
ど
約
四
十
力
国
で
は
、
す

で
に
食
品
や
医
薬
品
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
今
ま
で

医
療
用
だ
け
に
使
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
シ
ユ
ガ
ー
レ
ス

食
品
を
中
心
に
幅
広
く
使
用
さ
れ

そ
う
で
す
が
、
取
り
過
ぎ
る
と
体

質
に
よ
っ
て
は
、
下
痢
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

多
く
は

　
　

砂
糖
と
共
に
使
用

　

虫
歯
の
主
な
原
因
は
、
糖
が
発

酵
し
て
で
き
る
歯
垢
の
ペ
ー
ハ
ー

（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
指
数
）
が
低

下
し
て
、
歯
の
表
面
の
エ
ナ
メ
ル

質
が
溶
け
出
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

キ
シ
リ
ト
ー
ル
は
、
虫
歯
の
も

と
に
な
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
に
分

解
さ
れ
に
く
く
、
ほ
と
ん
ど
酸
に

な
る
こ
と
が
な
い
、
虫
歯
に
な
り

に
く
い
甘
味
料
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
ガ
ム
や
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
に
使
わ
れ
た
場
合
、
キ
シ
リ
ト

ー
ル
単
独
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

少
な
く
、
砂
糖
な
ど
と
共
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
キ
シ

リ
ト
ー
ル
が
配
合
さ
れ
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
そ
れ
だ
け
で
虫
歯
に

な
ら
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

表
示
に
注
意

　

砂
糖
に
代
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
甘

味
料
が
開
発
さ
れ
、
食
品
を
は
じ

め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
物
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
ど
の
よ

う
な
甘
味
料
を
取
っ
て
い
る
の
か
、

食
品
の
原
材
料
表
示
を
よ
く
見
て

知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ容66・1111内線464（Iふ篇）
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圖一脂

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

目
ソ
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

手打ちの味が楽しみです

　

（小山福寿会ソバ刈り）

＜Iるー・39登場 ベアーズ会

県
大
会
出
場
を
来
年
も
目
標
に

　

ペ
ア
ー
ズ
会
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
同
好
会
で
す
。

　

九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
行
わ

れ
た
県
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

市
の
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
県
大

会
で
は
三
十
こ
チ
ー
ム
が
出
場
し

て
い
ま
し
た
。

　

会
員
は
、
現
在
こ
十
三
人
。
こ

十
一
歳
か
ら
四
十
六
歳
ま
で
、
学

校
時
代
に
野
球
を
し
て
い
た
人
も

い
れ
ば
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
野
球

も
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
人
も
い

ま
す
。

　

会
で
は
、
練
習
日
は
特
に
設
け

て
い
な
い
そ
う
で
す
。
そ
の
代
わ

り
に
、
五
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間
、

月
に
こ
～
三
回
ほ
ど
ナ
イ
タ
ー
リ

ー
グ
の
試
合
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

試
合
に
参
加
し
な
が
ら
、
技
術
や

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
磨
い
て
い
る
の

で
す
。

　

県
大
会
に
向
け
て
は
、
ナ
イ
タ

I
リ
ー
グ
の
試
合
の
ほ
か
に
、
個

人
そ
れ
ぞ
れ
が
練
習
に
励
ん
だ
そ

う
で
す
。

　

冬
期
間
は
、
積
雪
に
よ
り
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、

活
動
は
行
つ
て
い
ま
せ
ん
。

　

会
が
結
成
さ
れ
た
の
は

二
十
年
前
。
過
去
の
成
績

で
良
か
っ
た
の
は
、
一
昨

年
に
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー

が
主
催
す
る
オ
ー
プ
ン
大

会
の
県
大
会
と
北
信
越
大

会
で
そ
れ
ぞ
れ
準
優
勝
し

た
こ
と
で
す
。

　

会
長
の
清
水
康
雄
さ
ん

は
「
会
が
誇
れ
る
こ
と
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
優
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
チ
ー
ム

メ
ー
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
信
頼

し
合
っ
て
プ
レ
ー
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ど
の
メ
ン

バ
ー
も
家
族
ぐ
る
み
で
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま

す
。
家
族
の
応
援
の
お
か
げ
で
楽

し
く
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
ま
す
」

と
笑
顔
を
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
、
次
回
も
続
け

て
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。

　

会
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
気
軽

に
会
員
の
だ
れ
に
で
も
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

『
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
ー

　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
』

　

十
二
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
月
で

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
キ
リ
ス
ト
の

生
誕
を
祝
う
祭
り
で
す
。
そ
し
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
準
備
を
す

る
四
週
間
を
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
＝
待

降
節
と
い
い
ま
す
。

　

十
こ
月
の
こ
十
四
日
間
、
子
供

た
ち
は
毎
朝
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
カ
レ

ン
ダ
ー
の
日
付
の
扉
を
一
枚
ず
つ

開
け
て
い
き
、
そ
の
中
の
絵
や
菓

子
を
見
つ
け
る
の
で
す
。
そ
う
し

て
、
子
供
た
ち
の
楽
し
み
は
な
お

一
層
高
ま
り

ま
す
。

　

こ
の
物
語

の
主
人
公
ヨ

ア
キ
ム
の
カ

レ
ン
ダ
ー
に

は
、
絵
と
薄

い
紙
切
れ
に

書
か
れ
た
物

語
が
入
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
二
千
年
の
時

間
と
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
へ
の
空
間
を
旅

す
る
冒
険
の
物
語
。
な
ぜ
そ
ん
な

物
語
が
作
ら
れ
た
の
か
、
な
ぞ
解

き
と
共
に
ヨ
ア
キ
ム
と
両
親
の
こ

十
四
日
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

ど
ん
な
に
先
を
知
り
た
く
て
も
、

決
し
て
一
度
に
扉
を
開
け
ず
に
十

こ
月
こ
十
四
日
を
待
っ
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は

ど
ん
な
日
を
迎
え
る
の
で
し
ょ
う
。

　

著
者
は
「
ソ
フ
ィ
ー
の
世
界
」

を
書
い
た
ヨ
ー
ス
タ
イ
ン
ー
ゴ
ル

デ
ル
。
彼
独
特
の
仕
掛
け
に
わ
く

わ
く
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
で

は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
長
い
期
間

を
大
切
に
す
る
の
か
感
じ
取
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
は

日
本
で
も
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
た
だ
の
流
行
で
は

な
く
子
供
た
ち
に
夢
の
あ
る
カ
レ

ン
ダ
ー
を
贈
り
た
い
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

ヨースタイン・ゴルデル著

　　　

NHK出版
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私屯，ベノ・｀Cこ，そ

七
間
朝
市
の
時
間
を
長
く
し
て

Q

　

私
は
県
外
に
住
ん

で
い
て
、
九
月
の
連

休
に
家
族
と
共
に
大

野
市
へ
観
光
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

雑
誌
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
見
て
、
小
京
都
の
魅
力
に
引

か
れ
た
の
で
す
。

　

ど
の
紹
介
に
も
素
朴
な
朝
市
令

名
水
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
今
同

の
観
光
で
は
、
ぜ
ひ
朝
市
を
見
1

う
と
家
族
で
楽
し
み
に
し
て
い
主

し
た
。

　

当
日
の
朝
、
ゆ
っ
く
り
と
こ
哉

ら
に
来
た
た
め
か
、
朝
市
は
ほ
y

ん
ど
終
わ
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

朝
市
は
市
民
の
生
活
市
と
い
う

こ
と
は
上
分
知
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
の
勝
手
な
お
願
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
朝
市
を
せ
め
て
午
前
上
一

時
く
ら
い
ま
で
市
と
し
て
成
り
立

つ
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。
（
県
外
観
光
客
）

A

　

当
市
の
七
間
通
り

で
開
か
れ
て
い
る
朝

市
は
、
大
野
市
朝
市

出
荷
組
合
（
安
川
善
七
郎
組
合
長
）

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

四
百
年
以
上
の
伝
統
を
継
続
し
、

新
鮮
で
優
れ
た
農
林
産
物
の
提
供

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

朝
市
は
、
三
月
の
春
分
の
日
か

ら
十
二
月
の
雪
の
降
る
ま
で
午
前

七
時
ご
ろ
か
ら
上
一
時
ご
ろ
ま
で

毎
朝
開
か
れ
て
い
ま
す
。
組
合
員

と
な
っ
て
い
る
農
家
の
婦
人
た
ち

が
、
と
れ
た
て
の
野
菜
や
花
な
ど

を
地
べ
た
に
並
べ
て
、
座
っ
て
売

っ
て
い
ま
す
。

　

お
尋
ね
の
こ
と
に
つ
い
て
早
速
、

組
合
長
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

朝
市
に
訪
れ
た
九
月
は
、
ち
ょ

う
ど
夏
野
菜
と
秋
野
菜
の
端
境
期

で
、
農
産
物
の
少
な
い
時
期
で
し

た
。
当
日
は
、
早
く
に
農
産
物
が

売
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
十
一

時
前
に
組
合
員
は
帰
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
す
。

　

要
望
の
あ
っ
た
よ
う
に
、
特
に

観
光
シ
ー
ズ
ン
や
祝
祭
日
な
ど
に

は
、
観
光
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
た

め
に
も
、
朝
市
を
午
前
十
一
時
ま

で
は
開
催
す
る
よ
う
に
組
合
員
に

要
請
し
た
い
と
組
合
長
か
ら
返
事

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
務
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W賄歌

－
ニ
代
で
三
味
線
を
習
っ
て
い
ま
す

山
内
由
美
子
さ
ん
（
十
六
歳
泉
町
）

　

山
内
さ
ん
の
特
技
は
、
三
味
線

を
弾
く
こ
と
で
す
。
小
学
校
の
六

年
生
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
習
っ
て

い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
の
彰
子
さ
ん
の
け
い

こ
場
ヘ
ー
緒
に
連
れ
ら
れ
て
い
っ

て
い
る
う
ち
に
、
自
然
と
由
美
子

さ
ん
も
三
味
線
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
は
、
実
家
の
母
親

（
由
美
子
さ
ん
の
母
方
の
祖
母
）

に
勧
め
ら
れ
て
習
う
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
現
在
、
親
子
三
代

で
、
一
緒
に
習
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
の
好
き
な
科
目
は
、
音

楽
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
エ
レ
ク
ト

ー
ン
も
習
っ
て
い
ま
す
。
中
学
時

代
に
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所

属
し
、
運
動
も
大
好
き
で
す
。

　

高
校
生
に
な
り
帰
宅
が
遅
く
な

っ
た
た
め
、
三
味
線
の
練
習
が
十

分
で
き
な
い
の
が
悩
み
で
す
。

　

お
母
さ
ん
は
「
私
が
三
味
線
を

弾
い
て
い
て
、
音
を
間
違
え
た
り

し
た
と
き
、
よ
く
由
美
子
に
指
摘

さ
れ
ま
す
。
若
い
せ
い
か
、
音
感

は
私
よ
り
も
優
れ
て
い
る
よ
う
で

す
」
と
将
来
が
楽
し
み
な
よ
う
で

し
た
。

　
　

「
三
味
線
と
い
う
と
年
輩
の
人

が
弾
く
楽
器
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
、
今
の
私
も
少
し
ジ
レ
ン
マ

を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
将

来
は
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

よ
り
も
う
ま
く
弾
け
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
」
と
由
美
子
さ
ん
の

笑
顔
は
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

製造事業所の皆さまのご協力をお願いします。

工業統計調査

石油等消費構造統計調査

平成9年12月31日

通商産業省…福井県…大野市

調査票を受け取りに伺います。

　

12月31日は工業統計調査、石油等消費構造統

計調査の日です。調査票が届いたら、一緒に配

布をした「調査票の記入のしかた」をご覧の上、

漏れなく記人をしてください。調査票は1月上

旬に、調査員が受け取りに伺います。ご協力を

お願いします。



のぼり行列とチラシで呼びかけ

園児による防火パレード

　

秋の火災予防運動の一環として11月7日。

いとよ保育園の園児により防火パレードが行

われました。パレードには、46人が参加。そ

ろいの法被を着て、「火の用心」と書かれた

のぼりや手作りのまといを持って保育園を出

発し、歌に合わせてパレードしました。この

後、ショッピングセンターでは火災予防の注

意が書かれたチラシを、訪れた買い物客らに

配って、火の用心を呼びかけまた。

市民など57人が友好交流

　　

市日中友好訪中団

　

10月20日～26日に、大野市日中友好協会が主

催する訪中団が当市と友好交流を進めている中

国浙江省寧波市や杭州、紹興市などを訪問しま

した。市民の国際感覚を養うとともに、中国と

の友好交流を図ることが目的です。団員は、57

人。市民や市関係者、また市民大学で100単

位以上習得して海外研修の資格を取得した人だ

ちなどが参加しました。中国では表敬訪問を行

い、大野市長からの親書を贈ったり、歓迎パー

ティなどで交流を深めました。

平成12年春に完成
新「し尿処理施設」起工

　

10月22日に、堂本の市浄化センターで新し

い「し尿処理施設」の起工式が行われました。

現在の施設では、1日54キロμの処理を行っ

ています。稼働を始めてから第1期施設が35

年、第2期施設が25年たっていて、いずれも

老朽化し、施設の装備や装置の損傷が著しく

なってきています。このため新しい施設を建

設し、生活環境の快適化と公共用水の水質向

上を図ります。施設は、鉄筋コンクリート製

で、1日60キロμの処理能力を持たせ、完成

は平成12年の春の予定です。
完成予想図

話循回底場1111Iま1111I
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勅題回也場
小動物が一斉に冬支度

コイやポニーなどが引つ越し

　

六呂師円山公園の動物と、新堀川に放流さ

れていたニシキゴイが越冬のため、11月4日、

それぞれ引っ越ししました。円山公園では、

六呂師高原振興会の職員が、逃げ回るポニー

やメンヨウ、ヤギ、ウサギなどを捕まえ、越

冬畜舎へと移しました。また、新堀川では

「新堀川を守る会」の会員らがコイを一匹ず

つ網ですくい上げ、市内の養魚場に移しまし

た。来年の春に再び戻され、市民や観光客の

目を楽しませてくれます。

身近なことから環境に配慮を

高木善之さん講演会

　　

「地球は今」をテーマに10月29日、市文化

会館でネットワーク「地球村」代表の高木善

之さんの講演会が行われました。市民約30

0人が参加し、高木さんの話に聞き入ってい

ました。高木さんは、ダイオキシン汚染や遺

伝子組み換え農作物など身近なことから、地

球温暖化による世界規模の環境破壊問題につ

いて説明し「このままの状態では地球が破壊

されてしまいます。地球を守るために、自動

車の利用を減らしたり電気の消費の減量など

身近なことから始めましょう」と呼びかけま

した。

秋の風物詩としてすっかり定着

にぎわい見せた物産まつり

　

実りの秋に物産まつりが相次いで開催され

ました。10月25・26日には、七間通りで三大

朝市物産まつりが開かれ、当市をはじめ友好

市町の朝市や物産の即売などが行われまし

た。とれたての山海の幸が石畳やテントに並

べられ、市内外からの観光客で通りは活気い

っぱいでした。また、11月15・16日には五番

商店街で小京都物産五番まつりが開かれまし

た。当市を含む各地の小京都や近隣市町の物

産が並べられました。昔懐かしいバナナのた

たき売りの大道芸や京都舞妓の京おどりも行

われ、祭りに色を添えていました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

1い巳月

●
償
却
資
産
の
申
告
は

　
　

2
月
2
日
ま
で
に

　

1
月
1
日
現
在
で
所
有
す
る
事

業
用
償
却
資
産
に
対
し
て
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
市
内

に
該
当
す
る
資
産
を
保
有
も
し
く

は
貸
し
付
け
て
い
る
法
人
や
個
人

は
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
資
産
は
、
法
人
税

法
ま
た
は
所
得
税
法
に
基
づ
く
所

得
の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
に
算
入
さ
れ
る
機
械
・
器
具

・
装
置
・
備
品
・
車
両
・
運
搬
具

・
構
築
物
な
ど
で
す
。

　

期
限
の
2
月
2
日
⑧
ま
で
に
必

ず
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

税
務
課
資
産
税
係
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
2
6
）

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

　
　
　

被
災
者
の
皆
様
へ

　

兵
庫
県
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
被
災
者
で
兵
庫
県
外
に
住

む
人
に
、
行
政
情
報
や
被
災
地
の

状
況
を
掲
載
し
た
情
報
紙
「
ひ
ょ

う
ご
便
り
」
の
無
料
送
付
と
各
種

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
情

報
紙
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話
か

は
が
き
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

は
が
き
で
の
申
し
込
み
は
「
ひ

ょ
う
ご
便
り
」
送
付
希
望
と
明
記

し
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

被
災
時
の
居
住
地
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

は
が
き
申
し
込
み
兵
庫
県
生
活

　

復
興
推
進
課
（
〒
6
5
0
神
戸

　

市
中
央
区
下
山
手
通
5
－
1
0
－

　

I
）

電
話
申
し
込
み
・
無
料
相
談
兵

　

庫
県
震
災
復
興
総
合
相
談
セ
ン

　

タ
ー
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1

　

2
0
・
7
8
・
4
1
3
3
）

●
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
の
掛
け
金

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月

末
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
滞
納
す
る
と
、
年
金
が

減
額
さ
れ
た
り
、
受
給
資
格
が
無

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
今
年
4
月

以
降
、
掛
け
金
が
未
納
の
人
は
、

遅
く
て
も
来
年
4
月
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
の
保
険

料
は
2
年
を
経
過
す
る
と
、
時
効

に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
必
ず

納
め
ま
し
よ
う
。

　

平
成
9
年
中
に
納
め
た
国
民
年

金
の
保
険
料
は
、
全
額
、
平
成
9

年
分
の
所
得
税
の
「
社
会
保
険
料

控
除
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
今
年
の
4
月
か
ら

来
年
の
3
月
ま
で
は
月
額
1
2
8

0
0
円
（
付
加
年
金
は
4
0
0
円

増
し
）
で
す
。
事
情
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
）

●
胃
ぴ
ん
と
子
宮
が
ん
の

　
　
　

施
設
検
診
を
実
施

　

市
で
は
胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
の

施
設
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
今
年
度
集
団
検
診
を
受
け

　

ら
れ
な
か
っ
た
人

受
診
方
法
手
数
料
と
利
用
券
を

　

引
き
替
え
、
市
が
指
定
す
る
医

　

療
機
関
で
受
診

手
数
料
胃
が
ん
＝
2
9
0
0
円

　

子
宮
が
ん
＝
1
7
0
0
円
（
子

　

宮
体
が
ん
検
診
が
必
要
な
場
合

　

は
、
2
5
0
0
円
）

締
め
切
り
1
2
月
2
6
日
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

●
福
井
公
証
人
合
同
役
場
が

　
　
　
　
　

移
転
し
ま
し
た

　

福
井
地
方
法
務
局
に
所
属
す
る

福
井
公
証
人
合
同
役
場
が
次
の
場

所
に
移
転
し
ま
し
た
。

移
転
先
福
井
市
順
化
1
－
2
4
－

　

4
3
（
ス
ト
ー
ク
ビ
ル
福
井
一
番

　

館
8
階
a
0
7
7
6
・
2
2
・

　

1
5
8
4
）

●
一
日
人
間
ド
ッ
ク

　

市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
疾
病

の
早
期
発
見
と
予
防
の
た
め
に
、

一
日
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法
国
民
健
康
保
険

　

証
を
持
参
し
、
申
し
込
み
先
へ

申
し
込
み
期
間
平
成
1
0
年
3
月

　

3
1
日
丙
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

役
所
市
民
課
国
保
係
（
豊
6
6
・

1
1
1
1
内
線
4
5
8
）

●
筆
ベ
ン
講
座

日
時
平
成
1
0
年
1
月
8
日
④
・

　

1
6
日
面
・
2
2
日
④
・
2
9
日
④
、

　

2
月
5
日
④
午
後
7
時
3
0
分
か

　

ら
（
計
5
回
）

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

受
講
費
6
0
0
円

準
備
物
万
年
筆
（
筆
ペ
ン
は
主

　

催
者
で
準
備
し
ま
す
）

定
員
先
着
2
5
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・

　

7
2
2
1
）

　

‥一一交通

　

安全

剱
r

安
全
は
質
で
考
え
よ
う

　
　

「
交
通
事
故
は
起
こ
さ
な
け

れ
ば
よ
い
」
と
多
く
の
人
は
考

え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

り
、
取
り
締
ま
り
で
捕
ま
っ
た

り
す
る
と
「
運
が
悪
か
っ
た
」

と
言
う
人
が
よ
く
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
そ
れ
ま
で
運
よ
く
事
故

や
検
挙
を
免
れ
て
い
た
だ
け
で

す
。

　

昨
年
、
市
内
で
は
交
通
事
故

で
、
二
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、

百
六
十
八
人
が
け
が
を
し
ま
し

た
。
今
年
は
十
月
末
で
、
す
で

に
昨
年
一
年
間
を
上
回
る
百
七

十
二
人
が
け
が
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
事
故

の
件
数
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

原
因
と
な
っ
た
行
為
が
ど
れ
ほ

ど
の
危
険
性
を
持
っ
て
い
た
か

な
の
で
す
。

　

今
ま
で
無
事
故
だ
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
も
、
事
故
の
可
能
性

を
抱
え
た
ま
ま
で
は
何
の
保
証

に
も
な
り
ま
せ
ん
。
気
に
せ
ず

積
み
重
ね
て
い
る
違
反
は
、
紛

れ
も
な
く
事
故
の
温
床
で
す
。

　

特
に
十
二
月
は
、
交
通
の
混

雑
や
積
雪
、
路
面
の
凍
結
な
ど

か
ら
道
路
環
境
が
悪
化
し
、
例

年
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
り

ま
す
が
、
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対

運
転
を
し
な
い
よ
う
に
、
そ
し

て
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

●
公
立
幼
稚
園
の

　
　
　
　

入
園
児
を
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
4

月
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

資
格
市
内
に
住
居
が
あ
り
、
住

　

民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
幼
児

　

で
、
原
則
と
し
て
小
学
校
入
学

　

1
年
前
で
あ
る
こ
と
（
定
員
に

　

余
裕
の
あ
る
と
き
は
年
齢
を
1

　

年
繰
り
下
げ
る
こ
と
が
あ
る
）

募
集
人
員
小
山
6
0
人
、
乾
側
5
0

　

人
、
上
庄
8
0
人
、
富
田
8
0
人
、

　

阪
谷
7
0
人

申
込
期
間
1
2
月
H
日
④
～
平
成

　

1
0
年
1
月
3
0
日
②

申
し
込
み
方
法
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
ま
た
は
公
立
幼
稚

　

園
に
あ
る
入
園
願
書
2
部
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
入
園
希

　

望
幼
稚
園
に
提
出

入
園
決
定
2
月
中
旬
に
入
園
許

　

可
書
を
送
付
（
定
員
超
過
の
場

　

合
は
入
園
で
き
な
い
こ
と
も
あ

　

る
）

問
い
合
わ
せ
先
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
5
2
1
）

●
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
と

　

養
護
学
校
の
入
学
者
募
集

　

福
井
県
立
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、

養
護
学
校
の
幼
稚
部
と
高
等
部
で

は
、
平
成
1
0
年
度
の
入
学
者
の
募

集
と
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
や
出
願
の
手
続
き
な

ど
詳
細
は
、
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
（
豊
6
6
・
－
1
1
1
内
線

5
2
1
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●
「
ふ
く
い
9
9
就
職

　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
発
行

　

県
で
は
、
県
内
各
企
業
の
人
材

確
保
の
た
め
、
伸
び
ゆ
く
福
井
県

の
企
業
個
々
の
概
要
を
紹
介
す
る

「
ふ
く
い
狛
就
職
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

を
発
刊
し
、
新
規
学
卒
者
、
一
般

U
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
、
学
校
関

係
者
な
ど
に
対
し
広
く
周
知
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
就
職
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
は
、
県
内
へ
の
就
職
に

あ
た
っ
て
、
数
多
く
の
県
内
企
業

を
掲
載
し
た
貴
重
な
参
考
資
料
と

し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
事
業
主
は
、

申
し
込
み
先
ま
で
ど
う
ぞ
。

原
稿
締
め
切
り
1
2
月
1
9
日
参

発
行
予
定
平
成
1
0
年
4
月
1
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
公
共
職
業
安
定
所
（
a
6
6
。

　

2
4
0
8
）

●
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　
　
　
　
　
　

活
用
を

　

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
教
育
に

関
す
る
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
と
、
教
育
の
機
会
均
等
な
ど
を

図
る
国
の
政
策
の
一
環
と
し
て
高

校
、
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
な

ど
に
入
学
や
在
学
す
る
子
弟
を
持

つ
家
庭
の
た
め
に
「
国
の
教
育
ロ

ー
ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
金
利
が

低
く
、
手
続
き
が
簡
単
で
安
心
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

　

融
資
対
象
や
融
資
額
な
ど
詳
細

は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先
国
民
金
融
公
庫

　

福
井
支
店
（
福
井
市
西
木
田
2

　

－
8
－
l
a
0
7
7
6
・
3
3

　

・
1
7
5
5
）

●
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

　
　
　
　
　

参
加
者
を
募
集

　

諦
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

青
年
対
象
冬
期
海
外
派
遣
事
業

「
ア
メ
リ
カ
ー
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
州

白
銀
の
大
自
然
の
中
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

派
遣
期
間
平
成
1
0
年
2
月
1
0
日

　

酋
～
2
2
日
⑨
（
1
3
日
間
）

参
加
資
格
1
8
歳
～
2
6
歳
の
男
女

定
員
2
0
人

参
加
費
2
9
万
円

締
め
切
り
平
成
1
0
年
1
月
7
日

　

⑥
（
申
込
書
必
着
）

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
〒

　

1
6
0
東
京
都
新
宿
区
四
谷
2

　

－
H
大
村
ビ
ル
3
階
厠
国
際
青

　

少
年
研
修
協
会
（
酋
0
3
・
3
3

　

5
9
・
8
4
2
1
）

●
最
低
賃
金

　

き
つ
ち
り
チ
ェ
ッ
ク

　

県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃

金
は
、
平
成
9
年
1
0
月
1
日
か
ら

日
額
4
9
2
1
円
（
時
間
額
6
1

6
円
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
者
は
、
雇
用
す
る
す
べ
て

の
労
働
者
に
対
し
て
、
最
低
賃
金

以
上
の
賃
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

繊
維
産
業
な
ど
特
定
の
産
業
に

つ
い
て
は
、
県
の
最
低
賃
金
と
は

別
に
産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
野
労
働
基
準
監

督
署
（
豊
6
6
・
3
8
3
8
）
ま
た

は
福
井
労
働
基
準
局
（
a
0
7
7

6
・
2
2
・
2
6
9
1
）
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
゛

●
1
2
月
は
不
法
投
棄
等

　
　
　

防
止
啓
発
月
間

　

最
近
、
粗
大
ご
み
や
建
設
廃
材

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
廃
棄
物
の
、
河

川
や
山
林
な
ど
人
目
の
付
き
に
く

い
場
所
へ
の
不
法
投
棄
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
無
く
す
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
監
視
役
と
な

り
、
大
野
の
美
し
い
自
然
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
監
視
す

る
た
め
、
県
・
市
・
警
察
が
監
視

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、
奥

越
保
健
所
大
野
保
健
部
生
活
衛
生

課
（
豊
6
6
・
2
0
7
6
）
、
市
役

所
生
活
環
境
課
（
酋
6
6
・
1
1
1

1
）
、
大
野
警
察
署
（
豊
6
6
・
3

9
0
0
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

悩みごとの相談は

　　　

人権擁護委員まで

　

12月4日から10日までは「第49回人権週間」

です。人権擁護委員は、家庭内や近隣とのもめ

ごと、いやがらせ、いじめなどの相談に応じて

います。相談は無料で、相談者の秘密は固く守

られます。

　

気軽にご相談ください。

人権擁護委員

　

多田正則（伏石酋67・1491）

　

広瀬敏子（元町豊66・2322）

　

安川昭一（下舌a66・4641）

　

松田まつ枝（要町容66・0823）

　

土本丈子（中野豊66・3706）

　　　　　　　　　　　　　　　

敬称略
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離
村
の
思
い
出
「
自
在
か
ぎ
」

武
内
広
さ
ん
（
錦
町
）

　

錦
町
の
武
内
広
さ
ん
（
七
十
歳
）
の
宝
は
、

離
村
す
る
と
き
ま
で
、
自
宅
の
「
い
ろ
り
」

で
使
っ
て
い
た
「
自
在
か
ぎ
」
で
す
。

　

武
内
さ
ん
は
、
現
在
住
ん
で
い
る
場
所
に

移
っ
て
く
る
ま
で
は
、
打
波
川
上
流
の
下
小

池
地
区
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
六
年
八
月
上
九
日
の
昼
す
ぎ
に

起
こ
っ
た
北
美
濃
地
震
に
よ
り
、
震
源
地
に

近
い
小
池
集
落
周
辺
は
壊
滅
状
態
に
な
り
ま

し
た
。
北
美
濃
地
震
は
福
井
地
震
と
ほ
ぼ
同

じ
大
き
さ
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
小
池
集
落
は
、
武
内
さ

ん
の
家
だ
け
で
な
く
、
ど
の
家
も
倒
壊
し
た

そ
う
で
す
。
＼

　

武
内
さ
ん
は
倒
壊
し
た
家
か
ら
家
財
道
具

を
1
ヵ
月
余
り
か
け
て
運
び
出
し
ま
し
た
。

道
路
が
崩
壊
し
て
い
た
た
め
、
小
池
か
ら
鳩

ヶ
湯
あ
た
り
ま
で
は
、
背
負
っ
て
歩
い
て
運

び
、
そ
こ
で
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
替
え
ま
し
た
。

荷
は
、
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
四
台
分
。

　

武
内
さ
ん
は
、
四
歳
の
と
き
に
小
池
に
移

り
住
み
、
地
震
が
起
こ
っ
た
三
十
四
歳
の
と

き
ま
で
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
小
池
集
落
で
は
、
ど
の
家
に
も
い

ろ
り
が
三
ヵ
所
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
奥
座

敷
で
暖
を
取
る
た
め
、
残
り
二
つ
は
居
間
で

暖
を
取
る
の
と
兼
用
で
料
理
を
作
る
た
め
に

使
わ
れ
、
う
ち
一
つ
は
祭
礼
や
法
事
な
ど
特

別
の
場
合
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

「
小
池
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
は
、
朝
い
ろ

り
に
火
を
起
こ
し
、
夜
寝
る
と
き
ま
で
ず
っ

と
た
き
続
け
ま
し
た
。
毎
日
、
鍋
を
吊
る
し

て
、
ご
飯
を
炊
い
た
り
料
理
を
作
っ
た
り
、

こ
の
か
ぎ
は
生
活
の
中
で
無
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
し
た
」
と
武
内
さ
ん
は
、
懐
か
し

そ
う
に
当
時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

ど
の
家
に
も
か
ま
ど
は
あ
り
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
い
ろ
り
を
使
っ
て
煮
炊
き
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

現
在
自
在
か
ぎ
は
、
す
す
が
き
れ
い
に
取

り
除
か
れ
、
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

市民のうごき

11月1日現在 前月比

世帯数 11，561世帯 10世帯

人口 41，141人 △27人

内訳
男 19，697人 △7人

女 21，444人 △20人

10月中の異動
転人 48人 出生 30人

転出 81人 死亡 24人

市内の交通事故状況（9ヵ、6・お）

件数内訳
平成9年

10月末

平成8年

10月末
比較

総件数 455件 424件 31件

人
身

事
故

件数 124件 112件 12件

死者 2人 2人 O人

傷者 172人 147人 25人

物損事故 331件 312件 19件

表
紙
の
こ
と
ば

　

秋
晴
れ
の
十
一
月
八
・
九
日

に
、
有
終
会
館
で
お
お
の
産
業

フ
ェ
ア
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今

年
は
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、

名
水
早
飲
み
競
争
が
行
わ
れ
、

市
民
ら
三
十
八
人
が
参
加
。
決

勝
戦
で
は
、
約
一
μ
の
水
を
ス

ト
ロ
ー
で
飲
み
干
し
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
名
水
は
、
ゆ
っ
く
り

味
わ
う
の
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
。

編
集
後
記

　

早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
わ

ず
か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
と
つ
て
、
今
年
は
ど

ん
な
年
で
し
た
か
。
今
月
は
恒

例
の
市
十
大
ニ
ュ
ー
ス
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
年
を
振

り
返
つ
て
、
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
来

年
が
皆
さ
ん
も
市
も
、
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

／iK，見i弓・

　

し
ば
ら
く
ぶ
り
に
都

会
か
ら
帰
省
し
た
友
人

が
、
年
末
年
始
の
休
み

を
古
里
大
野
で
過
ご
し

て
、
都
会
へ
戻
る
と
き

の
話
で
あ
る
。
都
会
育

ち
の
女
房
へ
の
土
産
だ
と
言
っ
て
、
彼
は
水
筒

を
二
つ
取
り
出
し
た
。
大
野
の
名
水
を
詰
め
て

持
っ
て
帰
る
の
だ
と
言
い
な
が
ら
、
栓
を
開
け

た
▼
彼
は
、
「
俺
の
女
房
は
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き

で
、
布
や
紙
で
こ
さ
ず
に
サ
イ
ホ
ン
を
使
う
ん

だ
。
豆
は
市
販
の
普
通
の
物
を
、
手
回
し
の
ミ

ル
で
ひ
く
ぐ
ら
い
の
こ
と
だ
け
れ
ど
、
水
だ
け

は
瓶
詰
め
の
良
い
物
を
買
っ
て
使
う
よ
。
い
つ

か
、
水
だ
っ
た
ら
俺
の
古
里
の
水
を
使
っ
て
み

た
ら
と
薦
め
た
ら
、
え
ら
く
気
に
入
っ
た
ら
し

く
て
、
そ
れ
か
ら
は
こ
う
し
て
里
帰
り
す
る
た

び
に
、
重
た
い
思
い
を
す
る
は
め
に
な
っ
た
」

と
言
い
な
が
ら
も
、
う
れ
し
そ
う
に
笑
う
▼
水

道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
、
ひ
ん
や
り
と
し

た
天
然
水
が
得
ら
れ
る
贅
沢
さ
に
慣
れ
て
し
ま

っ
た
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
幸
せ
を
当
然
と
し

て
い
る
の
は
不
幸
と
も
い
え
よ
う
。
長
い
道
の

り
を
、
重
た
さ
に
耐
え
て
運
ん
だ
名
水
で
い
れ

る
コ
ー
ヒ
ー
の
味
は
、
ど
ん
な
だ
ろ
う
▼
出
か

け
た
先
で
は
都
会
で
あ
っ
て
も
、
水
道
の
蛇
口

か
ら
そ
の
土
地
の
水
を
飲
む
こ
と
に
し
て
い
る
。

あ
の
友
人
の
顔
と
水
筒
と
、
水
筒
に
詰
め
る
名

水
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
ひ
と
く
ち
、
ま
た
ひ

と
く
ち
と
水
を
飲
む
。
わ
た
し
た
ち
の
名
水
の

価
値
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、
水
を
飲
む
。
困

っ
た
こ
と
に
、
少
し
長
い
旅
の
最
初
の
夜
に
こ

れ
を
や
る
と
、
回
れ
右
を
し
て
大
野
へ
帰
り
た

く
な
る
。
水
を
飲
む
た
び
に
、
大
野
の
自
然
の

豊
か
さ
に
感
謝
。
（
Y
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
・
‐
・
‐
1
1
）
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